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歯周病は慢性炎症性疾患で歯周組織の非可逆的な崩壊を引き起こします。オーラルケア
に関する意識の高まりと歯周病に対する予防・治療意識の向上により、失われた歯周組織を
確実に回復する治療技術が求められています。 しかしながら、多数歯喪失を伴う大規模な
水平性骨欠損に対する治療法は未だ確立されていません。当教室では骨再生に焦点を当
てた再生療法の実用化研究を進めています。

その成果に基づき、間葉系幹細胞由来の
未分化骨芽細胞の最適な分化誘導法の
検討、炎症改善効果のより高い複合体の
開発、複合体の立体構造および表面処理
法などの細胞と複合体の最適化に向けた
研究開発に積極的に取り組んでいます。
特に水平性骨欠損が生じ、インプラント治
療が不可能な患者の骨組織を再生させる
新しい医療材料の開発を進めており、インプ
ラント治療の適応拡大による失われた咀嚼
機能回復が期待されています。
さらに、骨折や腰痛の原因となる脊椎管
狭窄症に適応可能な強度の骨再生材の
創生も目指しています。
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本研究に関する知的財産

咀嚼機能の維持/回復は、ヒトのみならずペットを
含めた健康寿命の延伸に貢献します。
全身に適用可能な骨再生医療材料の開発により、
術後の早期回復やQOL向上に資することができます。

歯周組織の再生医療技術として、骨組織の損傷箇所に対する人工固定化や骨補填材の移植または
自家骨などが知られていましたが、それらの方法では脆弱で不均一な骨再生しかできないなどの問題があり
ました。私たちは間葉系幹細胞（MSC）から誘導した骨芽細胞を三次元構築が可能な足場となる材料
に担持させた複合物を用い、歯周病も含む骨欠損を対象にした新しい骨再生技術の開発に取り組んでい
ます。これまでに未分化の骨芽細胞を特定の繊維成形物に担持させた新規複合体が歯周病などの炎症
環境の改善に効果のあることを明らかにしました。

・ インプラント治療困難症例に対する造骨技術。
・ 骨折の早期治癒。
・ 椎体間固定術の新規材料。


